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There are various kinds of huge amounts of data accumulated in medical 
!?stitutior:s. How~ve!， w~ can not make full use of these data. Report on 
!he experience ofusing the service jointly developed with GE H~~th~ 
]apan to operate these data and to utilize it for ma~agement improvement. 

データ活用の

真価を検証ナる

ク
ロ
ス
分
析
を
可
能
と
す
る
D
B
分
析
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と

そ
の
導
入
が
も
た
S
し
た
検
査
現
場
へ
の
効
果

鈴
木
賢
昭

要
旨
一
医
療
機
関
に
は
多
種
多
様
で
膨
大
な
デ
ー

タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
デ
ー

タ
を
十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
運
営
・
経
営
改
善
に
活
用
す
る
た
め
に
、

G
E
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
と
共
同
開
発
し
た

》
夏

)=oaZHO--
一moコの
O
医
療
デ
ー
タ
分
析
サ
ー

ビ
ス
の
使
用
経
験
を
報
告
す
る
。

ベ
ル
ラ
ン
ド
総
合
病
院
(
以
下
一
当
院
)
の
母
体

で
あ
る
社
会
医
療
法
人
生
長
会
は
、
同
系
法
人
で
あ

る
社
会
福
祉
法
人
悠
人
会
と
共
に
、
大
阪
府
南
部
を

中
心
に
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
(
図

1
)
。
当
院
は
大
阪
府
堺
市
の
南
東
に

位
置
し
、
病
床
数
は

4
7
7
床
で
急
性
期
医
療
を

担

っ
て
い
る
。

2
0
1
4
年
9
月
に
新
築
移
転
し
、

全
面
建
て
替
え
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、
医
療
機
器

を

は

じ

め

I

T

(
宮
町
ミ
目
見
守
口
ぽ
の
『
ロ
♀
。
自
1

5
ι
5可
可
)
や
部
門
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

放
射
線
部
門
で
は

R
I
S
(同
包
互
。

mu--口問。口ロー

色
。
ロ
∞

uagE)
で
の
統
計
処
理
機
能
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
設
計
段
階
か
ら
注
力
し
た
。
し
か
し
、

H

(図。

ω
1
S己
ロ
沙
門
HHEyt
o
D

∞MagB)
と
は
患

I 
S 

• 
社
会
医
療
法
人
生
長
会
ベ
ル
ラ
ン
ド
総
合
病
院

放
射
線
室

者
属
性
や
オ

l
ダ
情
報
ま
た
は
医
事
会
計
デ

l
タ
の

連
携
の
み
で
、
デ

1
タ
の
共
有
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

放
射
線
診
療
部
門
の
問
題
と
解
決
策

各
モ
ダ
リ
テ
ィ
別
ま
た
は
、
そ
の
オ

l
ダ
項
目
別

の
検
査
件
数
や
依
頼
医
別
な
ど
放
射
線
部
門
に
関
す

る
経
営
管
理
に
必
要
な
デ
l
タ
は
、

R
I
S
に
よ
り

適
宜
収
集
可
能
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
デ
l
タ
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
部
門
別
の
実
績
評
価
は
可
能
で
あ
る
。

放
射
線
診
療
部
門
の
運
営
が
施
設
全
体
の
経
営
に

ど
れ
く
ら
い
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
、

貢
献

で
き
て
い
な
い
の
か
。
で
き
て
い
な
い
際
は
対
策
検

討
を
要
す
る
た
め
、
他
部
署
デ

l
タ
と
の
連
携
が
必

要
と
な
る
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
連
携
が
構
築
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
デ
ー
タ
収
集
と
解
析
作
業
に
時
間
を

要
し
、
診
療
業
務
に
加
え
て
の
作
業
は
大
き
な
負
担

と
な
る
。
よ
っ
て
、
問
題
や
課
題
に
対
し
て
の
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
検
討
や
評
価
を
行
う
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
。

経
営
指
標
に
至
っ
て
は
、

D
P
C
 (ロ
E
mロ。巴
ω

同
)
円
。
の
め
門

E
B
h
o
B
E
s
t
g
一
診
断
群
分
類
包
括
評

価
)
の
導
入
に
よ
っ
て
評
価
が
よ
り
困
難
と
な
っ
た
。

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
生
産
性
の
向
上
を
目
的

に

C
T
で
の
待
ち
時
間
分
析
を
行
う
と
仮
定
す
る
。

日
別
の
件
数
や
単
純
・
造
影
程
度
の
集
計
は

R
I
S

の
集
計
機
能
を
用
い
る
こ
と
で
可
能
だ
が
、
分
析
を

行
う
た
め
に
は
曜
日
別
、
時
間
帯
別
、
依
頼
科
別
、

依
頼
医
別
な
ど
の
情
報
に
加
え
、
病
床
の
入
退
院
状

況
を
知
る
た
め
の
稼
働
率
情
報
も
必
要
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
を
手
作
業
で
行
っ
た
場

合
、
分
析
結
果
か
ら
対
策
を
導
き
出
す
ま
で
に
膨
大

な
労
力
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、
効
果
判
定
を
行
う

た
め
に
は
、
前
記
と
同
じ
作
業
を
何
度
も
行
う
必
要

が
あ
り
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

-
O
T

(
H
E
0
5
2
丘
、
Hdzmω)
を
用
い
た
「
ブ
リ
リ
ア
ン

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
l
」
を
推
進
し
成
果
を
上
げ
て
い
る

G
E
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
(
以
下

…

G
E
)
と
共
同
で
部
門
別
デ

l
タ
を
ク
ロ
ス
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

l
ド
か
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E E盟国盟国・:

-V
X
ひ

ら
の
解
析
を
可
能
と
し
、
経
営
・
運
営
改
善
を
行
う

ツ
l
ル
と
し
て
の
「
〉
司
立
町
己

F
Z
E
m
g
B
医
療

デ
l
タ
分
析
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
発
し
た
(
図
2
)
。

》
3
R
)
=
0
己一コ芯一一一∞
O
コ
の
の
医
療
デ
ー
タ
分
析

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

本
サ
ー
ビ
ス
は
、

H
I
S
や
R
I
S
お
よ
び

P
A

C
S
Q
W
Z
B
〉

R
E〈
5
m
g
品。。
E
B
E
H
-
s
t
oロ

ω
u
a
Z
B
)
ま
た
は
画
像
診
断
装
置
本
体
に
記
録
さ

れ
て
い
る
デ
l
タ
を
統
合
し
、
目
的
に
応
じ
た
ク
ロ

ス
分
析
を
行
う
こ
と
で
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
l
ド
を
作
成
し

可
視
化
す
る
。

可
視
化
さ
れ
た
分
析
結
果
に
よ
り
問
題
や
課
題
が

明
確
と
な
り
解
析
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
対
応
が
可

能
と
な
る
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
l
ド
作
成
に
必
要
な
目
的

の
抽
出
や
対
策
の
検
討
段
階
で
も
、

G

E
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
介
入
に
よ
り
、
適
切
で
迅
速
な
対
応
策
が

実
現
す
る
。

当
院
で
の
事
例
紹
介

「C

T
に
お
け
る
患
者
待
ち
時
間
短
縮
の

図2

-
事
例
1

検
討
」C
T
装
置
は
、
診
断
用
3
台
で

1
日
の
件
数
は
約

1
5
0
件
で
あ
る
。
う
ち
約
別
件
が
予
約
で
約
初
件

が
予
約
外
と
い
う
現
状
を
付
記
し
た
上
で
、

C
T
の

業
務
フ
ロ
ー
を
紹
介
す
る
。

患
者
が

C
T
部
門
の
受
付
に
到
着
し
た
時
点
で

R

I
S
に
よ
る
受
付
を
行
う
。
造
影
検
査
の
際
は
更
衣

室
に
て
更
衣
の
後
、
ル
ー
ト
確
保
が
行
わ
れ
る
。
R

I
S
の
受
付
情
報
を
基
に
、

C
T
部
門
責
任
者
が
検

査
項
目
や
目
的
、
予
約
時
間
を
考
慮
し
て

3
台
の
C

~aタれる成果へ

@ 

¥ 
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院内検査の調整結果を見る場合

時間別入外検査実施件数

CT検査における、造影/非造影、
入外比、検査室使用割合

依頼科別時間別入院検査実施数
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T
に
振
り
分
け
る
。
検
査
担
当
者
は
、
検
査
前
に

R

I
S
に
よ
る
オ
l
ダ
取
得
を
行
い
、
患
者
属
性
お
よ

び
検
査
項
目
を
C

T
に
転
送
す
る
。
検
査
終
了
時
に

R
I
S
に
て
オ
l
ダ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
画
像
が

P
A
C
S
に
転
送
さ
れ
同
時
に
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

お
よ
び

H
I
S
に
実
施
情
報
が
記
録
さ
れ
る
。

こ
の
フ
ロ
ー
か
ら
で
は

R
I
S
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ド
の
み
で
分
析
可
能
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に

は
患
者
の
入
室
か
ら
退
出
ま
で
に
要
す
る
時
間
は
、

数
分
か
ら
ぬ
分
程
度
ま
で
の
幅
が
あ
る
。

ま
た
、

R
I
S
情
報
の
み
で
は
造
影
時
の
準
備
時

間
も
待
ち
時
間
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
救
急

搬
送
な
ど
の
待
ち
時
間
が
生
じ
な
い
特
殊
な
事
例
も

含
ま
れ
る
た
め
、

R
I
S
デ
l
タ
の
み
で
の
分
析
は

正
確
性
が
乏
し
く
、
分
析
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

R
I
S
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ド
に
加
え
て

C

T
本
体
が
持
っ
て
い
る
ス
キ
ャ
ン
開
始
と
終
了
の

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ド
お
よ
び

P
A
C
S
が
持
っ
て
い
る

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ド
を
ク
ロ
ス
分
析
す
る
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

1
ド
に
よ
る
解
析
が
可
能
と

な
っ
た
(
図

3
)
。

曜
日
別
、
時
間
帯
別
、
入
院
外
来
別
、
依
頼
科
別
、

依
頼
医
別
、
技
師
別
、
検
査
室
使
用
割
合
な
ど
を
可

視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
切
り
口
か
ら
問
題

点
を
分
析
し
解
析
す
る
こ
と
で
、
原
因
の
明
確
化
や

具
体
的
な
対
策
検
討
が
可
能
と
な
っ
た
。

本
事
例
で
は
、
曜
日
別
、
時
間
帯
別
の
必
要
人
員

を
割
り
出
し
適
切
な
人
員
配
置
を
検
討
し
た
。
ま
た
、

技
師
別
の
分
析
か
ら
は
、
同
じ
検
査
項
目
で
も
所
要

時
間
に
個
人
差
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
数
値
化
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
優
良
者
は
称
賛
し
、
苦
手
な
ス
タ

ッ
フ

に
は
知
識
と
技
術
の
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
苦
手
意

図3

識
の
克
服
が
図
ら
れ
、
モ
チ
ベ

l
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

ダ
ッ
シ
ュ
ボ

l
ド
は
瞬
時
に
表
示
可
能
な
た
め
、

改
善
対
策
後
の
効
果
判
定
も
適
宜
実
施
可
能
で
あ

る
。
よ
っ
て

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
す
期
間
が
大

幅
に
短
縮
し
た
。
ま
た
、
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り

理
解
し
や
す
く
な
る
た
め
、
討
議
も
活
性
化
し
た
。

-
事
例

2

「
効
果
的
な
紹
介
件
数
の
増
加
」

当
院
の
紹
介
状
況
を
記
す
。
放
射
線
診
断
部
門
で

は
5
8
7
件
/
月
、
施
設
全
体
で
は

2
5
1
6
件
/

月

(
2
0
1
7
年
度
上
期
平
均
)
の
紹
介
を
受
け
て

お
り
、
今
後
の
課
題
は
数
の
増
加
で
は
な
く
当
院
の

診
療
機
能
に
合
っ
た
症
例
を
効
率
的
に
紹
介
し
て
も

ら
う
こ
と
に
あ
る
。

当
院
へ
の
紹
介
窓
口
は
地
域
医
療
連
携
室
(
以
下
一

地
域
連
)
が
一
括
し
て
お
り
、
紹
介
元
と
紹
介
診
療

科
の
件
数
は
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、
紹
介
目
的

ま
で
は
デ
l
タ
化
で
き
て
お
ら
ず
、
紹
介
目
的
お
よ

び
治
療
ま
た
は
検
査
結
果
の
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、

R
I
S
が
持
っ
て
い
る
オ
l
ダ

項
目
と
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
地
域
連
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
ク
ロ
ス
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
解
析
を
試
み
た
。
し
か
し
、
レ
ポ
ー
ト

の
診
断
名
な
ど
文
言
の
ヒ
モ
付
け
作
業
に
時
間
を
要

す
る
た
め
今
後
の
課
題
と
し
た
。

次
に
地
域
連
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
紹
介
元
別

の
年
次
変
化
、
紹
介
件
数
と
紹
介
を
起
因
と
す
る
入

院
件
数
割
合
、
お
よ
び

D
P
C
診
療
群
別
に
競
合
施

設
の

D
P
C
デ
l
タ
を
ク
ロ
ス
分
析
す
る
こ
と
と
し

た
(
図
4
)
。

提
示
例
の
他
に
競
合
他
施
設
を
地
図
上
に
配
置
す

る
こ
と
で
、
地
域
性
や
公
共
交
通
機
関
お
よ
び
交
通
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紹介元施設をターゲットする際に

。11111111' 断元施設別の

紹介実績昨年対比
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紹介元施設をターゲットする際に

紹介元施設別の

紹介数と入院患者割合

競合病院とあnoP C鋭 、
療群別比較 回叩怠 y 

• 
• 

• 
• 

4∞ 
紹介串曹10世

CT地域医療連携室の紹介患者ダッシュボード (GEヘルスケア・ジャパン提供)

手
段
な
ど
の
分
析
も
可
能
で
あ
る
。

可
視
化
す
る
こ
と
で
紹
介
元
の
特
性
を
理
解
し
、

当
院
の
強
み
や
弱
み
を
考
慮
し
た
上
で
、
訪
問
目
的

や
訪
問
必
要
頻
度
を
検
討
し
た
。
地
域
連
ス
タ
ッ
フ

の
渉
外
活
動
が
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

勘
と
経
験
と
度
胸
で
行
っ
て
い
た
新
規
開
拓
だ

が
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
訪
問
目
的
が
明
確
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
連
ス
タ
ッ
フ
の
新
規
開
拓
に

対
す
る
ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ
れ
た
。

ま
た
、
紹
介
元
別
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
、
訪
問
時
の
情
報
交
換
が
円
滑
化
さ
れ
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
と
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

実
感
し
た
付
随
効
果

図4

業
務
が
複
雑
化
し
チ

l
ム
医
療
が
推
進
さ
れ
て
い

る
昨
今
、
業
務
改
善
に
は

T
Q
C
(叶。

z-mug-芹
可

h
g可
♀
)
が
重
要
で
あ
る
。
当
法
人
で
は
、
以
前

よ
り

Q
c
e
s
-
-
q
h
o
E
5
]
)
活
動
を
中
心
と
し

た
業
務
改
善
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

職
員
は

T
Q
C
手
法
を
十
分
に
習
得
し
て
い
る

が
、
多
忙
な
診
療
業
務
外
で
の
活
動
は
大
き
な
負
担

と
な
る
場
合
も
あ
る
。
効
率
化
を
行
う
た
め
の
活
動

が
負
荷
に
な
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
原
因
分
析
と
対
策
お
よ
び
効

果
判
定
に
時
間
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
。

改
善
活
動
に
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
l
ド
を
用
い
た
可
視
化

を
行
う
こ
と
で
、
問
題
や
課
題
お
よ
び
そ
の
対
策
が

明
確
化
し
、
ス
タ

ッ
フ
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
主

体
性
を
持
っ
た
活
動
が
で
き
る
と
考
え
る
。

主
観
だ
が
、
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者

は
デ
l
タ
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
納
得
し
や
す
い
傾

向
が
あ
る
と
感
じ
る
。
ま
た
本
サ
ー
ビ
ス
は
集
計
や

分
析
に
時
間
を
要
し
な
い
た
め
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ

り
、
変
化
す
る
職
場
を
体
感
で
き
る
楽
し
み
も
あ
る
。

高
品
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は

経
営
・
運
営
の
効
率
化
が
不
可
避

地
域
医
療
構
想
に
よ
り
病
院
の
機
能
分
化
が
求
め

ら
れ
、
ま
た
労
働
人
口
の
減
少
に
伴
う
医
療
現
場
に

お
け
る
入
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
医
療
機
関
が

地
域
社
会
に
高
品
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
た
め
に
は
、
経
営
・
運
営
の
効
率
化
が
不
可
避

で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
機
器
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
発

展
と
共
に
、
医
療
機
関
に
は
多
種
多
様
で
膨
大
な

デ
l
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の

デ
l
タ
を
十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
、
も
し
く

は
十
分
活
用
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

「
〉
ロ
ロ
ロ
包

Ez---m82
医
療
デ
l
タ
分
析
サ
ー

ビ
ス
」
を
用
い
て
、
医
療
機
関
が
保
持
す
る
デ
l
タ

を
基
に
課
題
解
決
に
必
要
な
業
務
指
標
、
経
営
指
標

を
可
視
化
さ
せ
、
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

本
サ
ー
ビ
ス
は
有
効
だ
と
考
え
る
。
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鈴
木
賢
昭
(
す
ず
き
・
よ
し
あ
き
)
・

ω年
大
阪
府
生

ま
れ
。
M

∞
年
東
海
医
療
技
術
専
門
学
校
卒。

同
年
社
会

医
療
法
人
生
長
会
ベ
ル
ラ
ン
ド
総
合
病
院
放
射
線
室
入

職
。
M
W

年
同
技
師
長
。
日
年
鈴
鹿
医
療
科
学
大
大
学
院

修
士
課
程
修
了
。
口
年
同
法
人
本
部
医
療
技
術
統
括
支

援
部
副
部
長
を
兼
務
。

2018年2月号療医新( 43) 


	p40
	p41
	p42
	p43
	p45

